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１．日本におけるインバウンド政策





２．地方の歴史的景観を活用したインバウンド政策
～大分県杵築市～

総面積280.08㎢

人口28,873人（令和2年1月1日現在）

観光入込客数917,785人
（2018年）

農業と漁業を中心とした歴史・
文化都市



杵築市の特徴的
な資源

北台南台伝統的建造
物群保存地区
谷が分かつ南北の台地に築か
れた坂が特徴的な武家町

世界農業遺産
多くのため池を周辺をクヌギ林
とつないで、限られた水を有効
に活用する農林水産循環シス
テム



杵築市観光（観光協会）の変遷



３．世界遺産を活用した外国人目線によるインバウンド政策
～和歌山県田辺市～

人口73,072千人（令和２年１月
１日現在）

面積1026.91㎢（和歌山県の約
22％）、近畿地方で最大、全国
20位。森林面積88.4％

観光入込客数 3,661,961人
（2018年）

熊野古道

熊野本宮大社

南高梅

姉妹都市 スペイン サンティアゴ

（聖地巡礼）

友好都市 笠間市 （合気道）



ツーリズムビューローの設立と観光の取り組み

熊野地域の着地型旅行会社

「田辺市熊野ツーリズムビューロー」を設立

「ブーム」より「ルーツ」、「マス」より「個人」、「インパクト」
を求めず「ローインパクト」、世界に開かれた「上質な観
光地」

外国人プロモーション事業部長
外国人の感性 熊野に精通 トレールの経験

聖地巡礼 歩く人を呼び込む観光プロモーション

2017年8月にオープンした外国旅行者の
拠点施設「KUMANO TRAVEL」



ツーリズムビューローの設立と観光の取り組み



４．地域資源まるごと活用、攻めのイン
バウンド政策 ～茨城県笠間市～

人口は73,664人（2020年10月
1日現在）

総面積は240.40㎢

観光入込客数3,704,400人
（2018年）
赤穂市と姉妹都市 忠臣蔵

田辺市と友好都市 合気道

ドイツラール市と友好都市 菊ま
つり

絶景スポット「石切山脈」



笠間市の観光資源と観光等の政策

笠間稲荷神社 日本最古の菊まつり

笠間焼 陶炎祭（ひまつり） オープンアトリエ

日本遺産「かさましこ」

笠間の栗 新栗まつり もんぶらり旅

JR東日本と連携

稲田みかげ石 絶景「石切山脈」

合気道の聖地 海外からの合宿（2年～3年）

道の駅かさま（今年9月オープン）



台湾交流事務所の設置

2018年7月に国際化戦略事業として、小規模地方自治体としては全国
で初めて台湾交流事務所を設置。市内にはインバウンド協議会

2019年外国人旅行者の推移



５．地方都市におけるインバウンド政策と今後の方向性

インバウンド政策における共通事項

１．地理的条件（交通事情）

空港・・・国際空港から2時間以内、大分、南紀白浜、茨城の地方空港がある

鉄道・・・博多⇔博多、大阪⇔紀伊田辺、東京⇔友部 90～120分

道路・・・大都市から高速道路・市内にインターチェンジ 90～120分

２．歴史・文化を背景にした観光資源の活用

「北台南台伝統的建造物群保存地区」 「世界遺産 熊野古道」

「笠間稲荷神社 門前通り 笠間焼陶芸」

３．観光に関わる人材の育成

「地域通訳案内士制度」 「セミナー・現地研修」 「案内人制度」



地域通訳案内士制度



今後の方向性

１．情報発信と観光客ターゲット

インバウンド政策＋大都市圏からの誘客

２．広域連携や公民連携などの連携手法

地域連携での観光誘客

民間事業者との連携


